
20日

自然の美しさを生かし、

観光都市づくりにつとめる。
肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持ちょ

くする。(大洲市民憲章〉

昭和 47年 8月

。。
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コ
ー
ス
。

大
洲
北
中
学
校
プ
ー
ル
、
絡
事
業
重

一
千
三
土
ハ
万
八
千
円
で
、
長
室
平

五
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
五
メ
ー
ト
ル
の
七

コ
l
ス。

上
漏
出
戒
小
学
校
プ
1
ル
、
総
事
業
費

七
百
四
十
万
-
千
円
で
、
自
決
さ
十
五
メ

ー
ト
ル
、
幅
十
-
メ
ー
ト
ル
の
五
コ
l

市
け
か
ね
て
教
育
施
設
の
整
備
充
一
し
て
氷
泳
プ
1
ル
建
設
を
遼
め
、
乙
の
一
上
須
戒
小
学
校
プ
I
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
完
一
ス
，
い
ず
れ
も
、
循
環
浄
佑
装
置
と
シ

警
図
つ
で
き
て
お
り
、
そ
の
一
っ
と
一
ほ
ど
念
願
の
大
洲
章
、
大
洲
語
、
一
成
し
ま
し
た
。

7
ヲ
l施
聖
書
主
立
派
な
も
の

一
八
月
十
一
日
に
大
淵
東
中
学
校
の
水
一
で
あ
り
ま
す
。

泳
プ
I
ル
で
而
と
地
元
関
係
者
で
喜
び
一
乙
の
プ
ー
ル
完
成
に
よ
り
学
習
指
導

の
落
成
式
を
あ
げ
ま
し
た
。
上
須
戒
小
一
要
領
に
よ
る
指
導
が
強
力
に
進
め
ら
れ

学
校
の
プ
ー
ル
は
、
八
月
二
十
一
日
上
一
ま
た
、
発
育
盛
ん
な
児
量
生
徒
の
体
力

須
戒
小
学
校
で
落
成
式
を
あ
げ
る
予
定
一
気
力
の
一
増
強
に
役
だ
つ
も
の
と
期
待
さ

で
あ
り
、
完
成
し
た
お
も
な
概
要
は
次
一
れ
ま
す
。

の
と
お
り
で
す
。
一
な
お
、
市
と
し
て
は
今
後
未
設
置
校

大
洲
東
中
学
校
プ
I
ル
、
総
事
業
費
一
に
つ
い
て
も
順
次
整
備
し
て
い
く
方
針

九
百
瓦
十
四
万
二
千
円
で
、
長
さ
二
十
一
で
あ
り
ま
す
。

五
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
五
メ
ー
ト
ル
の
七
一

今

願

の
フ。

よ
し
、

あ
の
木
を
ゆ
す
く
っ
て
み
よ
う
。

あ
し
の
は
ら
で
、

ド
ン
ド
ン
け
っ
て
み
た
。

「
や
「
た
ぞ
。
落
ち
た
。
」

木
の
根
の
方
へ
ゴ
ジ
ゴ
ジ
と
に
げ

た。「
乙
ら
、
ま
て
。
」

な
ん
だ
、
か
ぶ
と
か
と
思
っ
た
ら

〈
わ
が
た
か
。

「

評

」

痢

和
田
君
が
足
で
一
生
懸
命
木
を
一

け
っ
て
目
を
光
ら
せ
て
、
か
ぶ
一

と
虫
を
追
っ
て
い
る
よ
う
す
が
町

ゆ
か
い
だ
。

w

閤
校
教
諭
鴨
川
靖
雄
山

お
題
の
「
子
ど
も
」
の
文
字
が
な
〈

t
f
i
s
t
t
fぞ
4
2
t
t
t
t
f
v

(
一
て
も
。
子
と
も
を
表
現
す
る
き
白
一
葉
が
よ
一
詳
し
い
乙
と
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
一
し
ま
し
ょ
う
。
/

一
み
乙
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
市
民
の
み
一
部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
喜
き
、
一
お
と
う
さ
ん
が
た
ラ
食
切
で
の
エ

(
福
祉
一
な
さ
ん
ふ
る
っ
工
詠
進
し
て
く
だ
さ
い
一
郵
便
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
一
シ
ス
ト
や
蒋
輸
静
は
、
先
甜
列
車
伊
止

一
〔
詠
進
要
額
〕
一
え
て
、
九
月
末
日
ま
で
に
照
会
し
て
く
一
め
る
手
配
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

画

一

一

人

一

首

と

し

、

未

発

表

の

歌

に

限

一

だ

さ

い

。
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伊

予

大

洲

駅

一
一
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i

i

f

一
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瓦
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圃
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a，
一

一

だ

さ

い

。

一

死

亡

に

つ

な

が

る

列

一

み

ん

な

の

道

路

正

し

ヨ
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6

4

1

一

星

期

満

了

と

な

る

農

一

ま

で

…

一

他

人

代

筆

の

場

合

は

裂

に

理

由

一

車

事

故

一

く

広

く

美

し

く

一
=
=
=
一
一
一
一
一
一

1

4

芸

員

会

委

員

空

襲

警

次

の

回

一

選

挙

す

る

単

位

と

委

員

定

数

は

四

一

を

添

え

る

こ

と

。

一

一

撃

の

生

活

に

、

な

〈

で

は

な

ら

な

一

一

二

二

一

一

一

。

程

に

よ

り

行

な

う

乙

と

に

な

り

ま

し

た

一

第

一

選

挙

区

(

大

切

五

人

一

七

月

土

ハ

日

大

洲

市

内

の

交

通

、

災

一

市

内

に

は

交

通

、

災

害

遺

胤

(

四

一

盲

人

は

、

点

字

で

も

よ

い

。

八

旦

一

百

、

大

洲

市

蓄

の

大

小

路

一

い

露

を

、

み

な

さ

ん

で

正

し

〈

広

〈

三

三

「

圃

ν

・
F

投
票
日
は
九
月
九
日
一
第
二
選
挙
区
(
平
野
、
南
久
米
)
一
宮
君
た
ち
五
十
人
を
、
市
の
ス
ヱ
騒
臨

U
J
4髄
欝
長
一
一
書
語
、
半
紙
喜
一
つ
折
り
に
し
一
踏
切
で
、
上
り
貨
物
列
車
に
、
自
転
車
一
美
し
〈
し
ま
し
さ
。

一
一
三
=
孟
，

R
M

立

候

補

官

官

一

三

人

一

ル

パ

号

、

松

山

市

の

奥

義

と

至

難

輯

錦

織

機

購

畿

一

奪

回

に

お

題

と

歌

、

左

半

面

に

住

所

一

に

乗

っ

た

夏

、

接

触

手

る

と

一

j
露
に
~
商
品
や
材
還
を
置
い
た

一
=
一
一
一
一
一
圃

d
z
'

八
月
三
十
日
八
塁
干
百
一
第
三
選
挙
区
(
菅
回
、
大
川
)
一
言
言
、
百
を
楽
し
く
過
C
し
品
議
三
♂
鱗
議
¥
三
一
民
名
、
(
妻
、
ふ
り
が
な
っ
き
生
一
ぃ
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
一

b
、
道
路
上
で
作
業
を
す
る
乙
と
は
、

三一一主一辺

T

言
語
F=;=ド=れはし
!
-
j

覇騒瞬一語へ室長々
)一お一日立に向日一長野県警

一

一

，

‘

ト

一

で

あ

っ

て

宍

受

給

権

者

と

し

」

の

養

子

と

な

っ

て

い

る

者

。

三

乙

の

改

正

法

に

よ

る

特

別

弔

笠

輯

ふ

V盤
?
一
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
で
一
ん
の
踏
切
通
行
に
は
、
家
族
全
員
で
次
一
は
、
露
が
便
利
で
一
安
全
に
使
え
る
よ

広

一

』

‘

，

援

護

関

係

法

の

一

部

改

正

一

対

象

に

な

り

手

。

一

ク

、

戦

没

者

の

ま

日

以

後

、

遺

一

の

請

求

は

、

君

主

査

一

面

開

騒

議

磯

子

の

消

印

事

一

の

こ

と

i
i導

し
ま
し
一
言
て
お
り
ま
す
が
、

iっ

三
一

h
E圃
晶

Y
4

一2
、

と

の

特

別

給

付

金

の

語

、

五

族

以

外

の

者

と

婚

姻

(

氏

を

改

め

一

百

ま

で

の

間

に

請

求

し

な

い

と

旦

輔

輔

瀦

韓

併

麟

雛

一

〔

あ

て

先

〕

一

ょ

う

。

一

て

い

る

み

な

さ

ん

が

た

一

人

、

一

人

の

一一一=一一

-
1
1
4一

9
月

初

日

時

効

一

号

無

利

子

の

Z
Z付

え

な

い

法

律

上

議

事

)

し

一

効

に

奇

権

利

が

消

滅

し

ま

す

。

麗

麟

醸

額

融

露

〒

一

0
0東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
て
踏
切
で
は
、
必
ず
一
度
止
ま
っ
て
一
心
が
け
が
大
切
で
す
。

一

一

一

三

一

一

宋

請

求

者

は

今

す

ぐ

こ

一

れ

、

二

一

刀

円

ず

つ

五

年

間

に

支

払

主

当

該

婚

姻

の

解

消

も

し

く

は

喜

一

失

改

正

前

の

法

の

規

定

に

よ

り

、

す

一

麟

鱒

鰭

鱒

札

γ額
一
一
番
王
宮
内
庁
一
列
車
の
こ
な
い
事
を
確
か
め
て
か
ら
す
の
よ
う
な
湯
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

一

一

一

一

一

一

一

一

l

一
れ
ま
す
。
一
し
を
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
当
一
で
に
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
三
瀦
芦

J
J
l適
鱗
側
一
封
書
表
に
謀
議
」
と
書
き
添
え
る
一
通
り
ま
し
ょ
う
。
一
道
路
管
理
者
の
許
可
を
と
っ
て
〈
だ
さ

一
一
一
一
一
一
一
一
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
世
給
付
金
法
空
襲
正
法
震
一

3
、
整
理
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
時
婚
姻
の
解
消
も
し
品
取
消
し
一
却
下
警
が
な
さ
れ
た
者
事
権
利

-
t
d
二
T
F議
一

乙

と

。

一

二

、

少

し

遂

容

で

も

、

警

報

機

の

あ

一

:

一

一

一

三

一

一

1
2の

震
に
対
す
る
で
支
給
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
一
持
金
量
に
つ
い
て
君
主

i
i
i
zっ

蓄
は
、

Eめ
て
一
一

ι靖

博

諮

問

な

お

以

上

告

を

な

広

一

る

踏

切

を

通

り

ま

し

ょ

う

。

一

一

、

言

引

い

た

i
E

特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正
に
よ
一
次
の
者
が
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
一
定
が
伝
さ
れ
た
者
が
新
担
保
刺
者
と
な
一
し
て
い
た
氏
に
復
し
て
い
な
い
者
一
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
一
る
遺
児
た
ち

t
一
ば
、
失
格
と
な
り
ま
す
。
一
三
、
線
路
内
で
は
、
遊
は
な
い
よ
う
に
一
け
等
を
つ
け
た
り
、
そ
の
他
道
路
を

り
支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
ア
戦
没
者
の
死
亡
当
時
戦
没
者
以
一
っ
た
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
請
求
宣
以
上
の
う
ち
省
、
孫
、
祖
憲
一
く
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
へ

T
i
s
l
i
t
-
-
i
i
E
i
-
-
-
E
i
!
i
l
i
1
i
1
i
i
i
i
i
i三
罪
以
外
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す

里
高
か
ら
新
た
に
こ
の
給
付
金
ま
一
外
に
子
最
も

E
t
d母
ま

一

占

を

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

一

ま

在

兄

弟

姉

妹

の

順

位

に

よ

り

一

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

一

一

‘

‘

;

日

す

。

天

下

の

築

豪

と

し

て

闘

え

高

一

一

る

と

き

。

日
目
立
芸
誌
一
間
轄
庁
-4MM1
臨
時
一
一
日
古
川
崎
お
れ
は
一
敬
老
週
間
に
臥
一
一
九
州
都
駅
到

u
f

昨日目錯誤一一一知設計百

請
求
の
か
た
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
一
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
昭
留
一
十
日
ま
で
の
聞
に
し
な
い
と
時
効
に
一
除
か
れ
る
。
一
竜
苑
を
開
放
市

1

園

事

粛

を

乙

ろ

に

C
ざ
い
ま
し
た
。
台
所
山
一
歩
道
へ
車
を
乗
り
入
れ
る
と
き
、
道

こ
の
給
付
金
、
弔
慰
金
は
こ
れ
を
受
け
一
十
車
九
月
三
十
日
に
い
た
乏
な
り
権
利
義
主
す
。
一
①
改
正
前
の
法
の
規
定
よ
る
特
一
国
民
宿
舎
量
言
、
乙
と
し
も
一
一

4
d
l
j
i
l
i
-
-
持
b

語
5
2路

の
付
覇
(
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

ょ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
ま
し
て
一
で
婚
姻
等
に
よ
っ
て
家
主
っ
た
一
一
一
、
戦
没
者
等
の
豪
語
す
る
特
別
一
別
弔
慰
金
を
受
け
ぷ
権
利
著
し
豆
の
日
を
記
念
し
て
、
若
人
の
皆
さ
一
一
城
山
公
園
の
頂
上
山
み
て
も
大
洲
は
普
か

P

り
開
け
た
所
で
肱
川
河
畔
に
そ
び
え
立
つ
苧
番
目
)
ぎ
わ
す
と
き
は
、
担
当
管
理
者

知
事
が
裁
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
一
他
の
実
主
戦
没
者
の
死
亡
互
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正
法
関
係
て
い
た
者
。
一
ん
に
次
の
と
お
り
震
奉
仕
す
る
乙
と
一
一
何
と
い
う
す
ぼ
ら
し
い
眺
め
で
は
色
ざ
い
ま
す
。
の
ほ
か
大
小
二
十
余
の
襲
、
肱
川
一
一
へ
届
け
出
て
-
く
だ
さ
い
。
な
お
、
道

ま

す

。

一

籍

し

、

家

に

入

っ

た

湯

合

、

そ

の

一

1
、
高
富
の
拡
大
に
つ
い
て
新
た
一
②
昭
和
四
十
年
四
月
日
伝
叩
一
に
可
り
ま
し
た
。
一
宮
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
乙
の
城
は
源
平
の
乙
ろ
か
ら
伝
っ
と
久
米
川
の
剰
を
生
か
し
、
男
、
旦
路
管
理
等
に
つ
い
て
、
お
問
い
合
わ

乙
れ
を
受
け
る
権
利
は
三
年
間
行
な
一
父
母
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
一
に
肌
持
但
遇
の
対
象
と
な
る
者
は
次
の
も
一
て
日
本
の
国
籍

一

一

一

一

3

一E回
向
乙
う
に
見
え
ま
す
高
山
や
乙
ち
た
も
の
で
、
初
め
は
規
模
乙
そ
小
さ
外
堀
に
-
受
文

4

え
ス
ら
れ
て
守
り
は
堅
〈
天
咽
虫
一

わ
な
い
場
合
は
時
効
完
成
(
昭
和
四
十

7、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
に
生
一
の
で
あ
り
ま
す
。
一
③
襲
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
者
と
一
九
月
十
音
色
壬
日
ま
て
?
の
富
士
山
、
そ
の
右
足
え
ま
ず
か
っ
た
の
で
す
が
、
量
減
、
農
下
の
名
城
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
川
一
マ
国
道
五
十
六
議
関
係
I
籍
設
省
大

七
年
九
月
=
干
臼
)
に
よ
り
消
滅
す
る
一
在
し
て
い
る
こ
と
。
一
ァ
、
戦
没
者
の
死
亡
の
当
時
戦
没
者
一
の
親
族
関
係
が
終
了
し
て
い
る
者
三
壁
奉
仕
す
瀬
山
紅
葉
山
な
ど
は
、
そ
の
脅
人
ケ
岳
城
ま
た
の
名
電
ケ
裁
と
も
い
の
で
と
ざ
い
ま
し
た
。
一
一
洲
士
聖
書

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
未
請
求
一
ク
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
(
基
一
と
生
計
関
孫
を
有
し
て
い
な
か
っ
一

2
、

乙

の

特

別

弔

慰

金

の

額

は

戦

没

者

一

入

浴

(

正

午

か

ら

午

後

四

時

ま

で

)

一

“

一

マ

国

道

百

九

十

七

号

線

、

県

道

関

係

I

一

一

一

一

通

百

々

が

お

杷

り

し

吾

一

石

の

跡

が

あ

り

い

、

宇

都

宮

氏

、

必

早

川

氏

に

つ

い

明

治

の

初

め

天

守

閣

が

安

易

に

取

川

一

君
、
す
ぐ
市
福
祉
事
務
所
で
色
相
談
一
準
日
)
後
国
籍
を
喪
失
し
た
者
。
一
た
者
。
一
一
柱
に
つ
室
ニ
万
号
、
無
利
子
の
一
休
憩
(
午
前
十
時
カ
ら
午
後
四
時
ま
布
石
君
事
な
ど
が
沢
山
出
る
と
こ
で
著
書
の
時
代
に
、
の
ち
の
大
り
乙
わ
さ
れ
た
事
は
本
当
に
惜
し
い
一
一
読
土
木
事
務
所

の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ま
た
は
基
準
日
後
に
遺
族
年
金
、
一
ィ
、
戦
没
者
の
死
亡
の
日
以
後
縁
組
一
記
名
園
債
で
交
付
さ
れ
、
三
千
円
ず
一
で
)
〈
わ
し
い
乙
と
ま
、
臥
竜
苑
へ

τ

"

一
マ
市
道
関
係
l
市
選
設
課

一

一

一

一

』

石

ろ

で

と

ざ

い

ま

す

、

乙

の

と

と

か

ら

削

減

が

築

か

れ

た

の

で

む

ざ

い

ま

乙

と

で

ご

ざ

い

ま

す

川

一

一
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
一
給
与
金
の
受
給
権
者
学
失
っ
た
者
一
し
た
こ
と
に
よ
り
遺
族
以
外
の
者
一
つ
十
年
間
に
支
払
わ
れ
ま
す
・
一
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

FE--EE--・=====・z-=目

EE--aEEZ面
ZEE-ZEE-四

ZE--z三
EE--zZE--町

三

EZE-EE吉
田
亘
書

SEE--=zgEL一
(

市

選

設

課

)

市の人口 (8月 1日)

人口 38.126人
男 17.988人女

世帯数 10.349世帯

面積 240，93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総 務課
ξ余:~:息;銭納主義::~~

わ恥い
h
k
の
勃

ノレ

カヨ

成

大洲市立蔵川|小学校

白
河

紅白のテーフ。にハサミを入れる市長ら(束中で〉

か
ぶ
と
む
し

蔵
川
小
学
校
五
年

和

田

利

四
十
八
年
歌
会

始
め
の
お
題

「

子

ど

も

」

男

お
や
、
あ
そ
乙
に

か
ぶ
と
む
し
が
い
る
ぞ
。

市
教
育
委
員
会

大
洲
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙

9
月
9
日



(2) 8月 20日

ii潅波及
設の:三
j言葉&1;

;!j遇J13
mf~禦:;;J
示会話
三;運認
定動三
誌を;;:;:
辺美三
三施主

し
、
車
の
直
前
直
後
の
横
断
等
し
な

い
よ
う
、
家
庭
で
の
教
育
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

③
子
供
を
つ
れ
て
歩
く
と
き
は
、
子

供時
ι
内
側
に
し
て
、
右
手
で
子
供
の

左
手
首
を
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て
歩
〈

④
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

⑤
家
族
会
議
を
開
き
、
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

を
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月

n
日

l

m
月

1
日

子
供
と
老
人
の
事
故
防
止
に
重
点

一
、
日
時
九
月
二
十
五
日

十
時
i
十
六
時
ま
で

寸
場
所
前
仙
F
J
防

第

二

会

議

室

敬

老

の

日

の

一

日

を

、

老

人

の

敬

老

F

郵
便
貯
金
は
、
今
後
さ
ら
に
み
な
さ
一

弓

相

談

員

愛

媛

弁

護

士

会

精

神

に

も

と

ず

き

、

昨

年

に

ひ

き

つ

づ

一

郵

便

貯

金

の

現

在

高

一

ま

が

た

の

生

活

に

お

役

に

立

ち

た

い

と

一

愛

媛

調

停

協

会

、

愛

媛

県

交

通

事

故

一

き

実

施

さ

れ

る

乙

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

十

兆

円

突

破

一

存

じ

ま

す

。

一

相

談

所

日

本

損

害

保

険

協

会

愛

媛

一

希

望

者

は

、

早

め

に

会

場

へ

お

越

し

一

一

な

お

、

十

兆

円

突

破

を

記

念

し

て

、

一

県

地

反

会

一

く

だ

さ

い

。

一

み

な

さ

ん

か

ら

お

預

り

し

て

お

り

ま

一

多

数

の

貯

金

団

体

の

中

か

ら

次

の

団

体

一

養
霊
故
臣
に
つ
示
い
て
五
の
相
課
談
な
宮
ら
、
一
一
て
、
日
品
時
一
マ
す
郵
震
便
貯
室
金
は
宍
、
六
月
旦
二
手
干
壬
十

え

な

E乙と
で

Eも一霊結霊構で手す。
c逮護慮旦一冨者霊を草中、R
心白

ρ

心司心古心主とし主た免妻訴者の史人た

Ez
ち5三)
こ
一
九
九
月
草
十
音
八
品
時

i
4十土
占
露
蒔
ま
毛
で
一
の
皇
現
書
が
卒
十
兆
高
円
に
量
達
し
主
ま
し
た
。
一
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
一

な

く

お

越

し

く

だ

さ

い

。

下

、

六

十

五

歳

以

五

の

老

人

を

対

象

に

一

二

、

場

所

霊

山

一

郵

便

貯

金

が

明

治

八

年

に

創

業

し

て

一

貯

金

局

長

喜

一

一
あ
ん
ま
、
は
り
の
一
旦
欝
奉
住
を
し
一
三
、
奉
仕
者
約
二
十
名
一
以
来
九
十
七
年
目
に
乙
の
快
挙
と
な
っ
一
審
問
婦
人
会
貯
金
組
合
-

一
て
い
た
ぎ
こ
と
足
り
ま
し
た
b

一

市

福

祉

事

務

所

一

た

も

の

で

す

。

一

郵

政

局

長

表

彰

一

一

l
i
l
i
-
-
I
l
l
-
1
1
1
1
1

一
み
な
さ
ん
か
ら
郵
便
貯
金
と
し
て
預
一
大
器
禁
貯
金
組
合
一

一

-

一

け

ら

れ

た

十

兆

円

と

い

う

巨

額

の

お

金

一

一

一

一

森

岡

さ

ん

ら

が

、

花

火

大

会

後

の

r一
一

一

一
感
心
な
善
意
ま
ご
こ
一
情
、
肱
北
開
震
を
清
掃
、
ピ
l
ル
、
五
、
資
金
運
用
部
資
金
と
し
て
葉
市
一

!

i

l

l

-

一

一

一

一

町

村

な

ど

へ

貸

し

出

さ

五

品

、

道

路

や

住

一

一

ろ

銀

行

へ

一

コ

l
ラ
ビ
ン
雲
、
回
収
、
そ
の
収
益
一
幸
運
営
資
金
に
と
あ
ら
ゆ
る
万
面
こ
一
第
五
十
回
栄
養
学
級

一

一

金

伊

ま

む

乙

ろ

銀

行

へ

預

託

し

ま

し

た

一

』

一

一
八
月
五
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
乙
の
贈
り
も
の
、
今
年
で
あ
っ
四
年
一
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
を
開
講

一
喜
多
小
学
校
山
根
上
地
区
の
子
供
会
一
目
、
乙
の
感
心
な
行
な
い
に
、
同
協
義
一
当
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
議
室
一
婦
人
に
栄
養
の
理
論
と
調
理
の
書

一
(
森
岡
広
恵
さ
ん
ら
九
人
)
が
お
と
工
会
話
、
基
の
た
め
に
役
立
て
た
い
一
軒
賠
訴
説
院
時
一
お
き
一
般
保
健
衛
生
知
識
の
学
習
を
一

一
れ
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
あ
げ
て
〈
だ
↑
毒
乙
ん
で
い
ま
す
。
一
一
一
号
、
日
常
生
活
の
合
理
化
を
め
ざ
一
ま
ず
何
を
ど
の
よ
う
に
話
す
か
通
話

一
さ
い
と
、
善
意
の
基
金
が
贈
ら
れ
ま
し
一
大
洲
市
社
会
号
協
議
会
一
せ
ら
わ
、
大
洲
市
の
明
る
い
町
.
つ
〈
り
一
レ
、
む
一

一

。

一

1
4

一
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
一
住
民
が
健
康
で
朋
る
い
生
活
を
営
一
の
白
的
と
内
容
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

た

一

一

ま

れ

る

よ

っ

、

次

に

よ

り

霊

い

た

と

な

か

に

は

い

き

な

り

警

が

じ

て

、

一

ま

す

。

一

相

手

と

あ

い

さ

つ

を

す

る

う

ち

に

、

何

一

愛

媛

県

編

年

史

第

七

二
、
開
設
日
時
一
を
話
す
か
を
忘
れ
て
し
ま
う
入
も
い
る
一
古
今
和
歌
集
伝
阿
仏
尼
釜
本

一

九

月

士

一

百
i
十
一
月
十
五
日
一
ょ
う
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
一
「
名
」
と
「
恥
」
の
文
化
(
森
)

τ
寸
開
設
場
所
一
は
こ
れ
で
は
完
全
に
失
格
で
す
。
い
き
一
変
他
の
波
を
つ
か
む
(
糸
川
英
夫
)

一
大
洲
市
田
口
大
洲
保
健
所
H
一
な
り
電
話
す
る
と
大
切
な
乙
と
を
一
言
い
一
法
の
心
(
横
田
E
夜
)

三
一
、
受
講
対
象
一
般
婦
人
一
忘
れ
た
り
、
相
手
に
話
が
十
分
に
伝
わ
一
日
本
人
の
忘
れ
も
の
(
会
田
雄
次
)

一
四
、
受
講
人
員
担
二
十
名
一
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
ず
か
ら
注
意
し
ま
一
ロ
I
一
フ
ン
ス
彫
刻
集
(
飯
田
善
国
)

一

五

、

開

設

期

日

と

期

間

一

し

よ

う

。

一

夜

事

故

の

法

律

知

識

七

五

版

一
一
学
級
の
基
準
回
数
は
十
日
と
し
、
一
話
す
こ
と
が
メ
モ
に
箇
条
書
き
に
し
一
生
活
の
中
の
知
恵

(
9
人
生
の
本
)

一
そ
の
期
間
は
週
一
回
で
三
ヶ
月
内
に
一
て
、
筋
書
き
を
作
っ
て
お
く
と
言
い
落
一
悦
惚
の
人
(
有
古
田
佐
和
子
)

↑
終
わ
り
ま
す
。
一
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
か
け
直
し
の
経
費
一

4
才
児
の
ち
え
(
山
下
俊
郎
)

エ
ハ
、
申
し
込
み
は
、
九
月
九
日
ま
で
に
一
の
ロ
ス
も
な
〈
、
相
手
に
迷
惑
を
か
け
一

5
オ

児

の

ち

え

(

ヂ

)

大

淵

保

健

所

へ

申

し

込

み

し

て

く

だ

一

ま

せ

ん

。

一

6
オ

児

の

ち

え

(

ヂ

)

さ

い

。

一

メ

モ

を

見

な

が

ら

‘

い

っ

、

ど

と

で

一

日

本

外

焚

史

(

鹿

島

守

之

助

)

詳
し
い
r.

、
大
洲
保
健
所
へ
お
一
だ
れ
が
、
何
を
、
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
一
上
幕
末
外
交

た
ず
れ
r

、
。
一
の
六
つ
の
要
素
を
順
に
話
を
じ
て
い
〈
一
幹

2.
条
約
改
E
問
題

こ
と
、
乙
れ
が
電
話
じ
よ
ず
の
キ
1
ポ
一
弘
近
隣
諸
国
及
び
領
土
問
題

J
日
y

九
月
二
十
一
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
.
一
乙
の
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
1
ン
の
入
口

日
ま
で
の
十
日
関
空
一
①
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
l
シ
の
定
着
化
、
一
に
は
、
標
識
を
立
て
て
い
ま
す
の

一
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を
申
心
一
で
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
変
通
事

歩
宣
告
事
一
に
、
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
前
後
の
区
一
故
の
な
い
町
づ
く
り
に
、
協
力
し
て

一
域
を
、
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

I
ン
に
設
定
一
ぐ
い
た
さ
い
。

一
し
て
い
ま
す
。
一
②
子
供
の
道
路
で
の
遊
び
、
と
び
出

市
総
務
課

無
料
交
通
事
故

相
談
所
を
開
設

スクール・ゾーン入口の標識

川
』
河
川
美
化
に

活
躍
す
る
愛
護
会

「
鮎
も

鵜
も
人
も

た
の
し
い
肱
川
に
」

事

農

メ

_L:，、
口

風

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
賞

神
田
哲
雄

白
滝
小
学
校
六
年

九
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
長

期
予
報
で
は
、
大
き
な
台
風
が
一
っ

か
二
つ
は
襲
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
家
屋
の
破
損
カ
所
の
点

検
、
修
理
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
農
作
物
も
適
切
な
る
事
前
、
事

後
対
策
が
出
来
る
よ
う
準
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

。

水

稲

水
稲
は
出
穂
開
花
期
に
な
り
、
風

害
に
対
し
て
そ
の
打
撃
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
強
い
風
が
吹

病
害
虫
が
多
発
す
る
の
で
、
す
み
や
@
果
樹

か
に
防
除
す
ろ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
傾
斜
地
果
樹
園
で
は
‘
排
水
路
の

@

野

菜

整

備

を

し

て

お

く

と

同

時

に

、

土

砂

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
破
踊
場
〈
ず
れ
の
あ
る
カ
所
の
法
面
の
補
強

所
の
点
検
、
補
修
を
し
て
倒
伏
・
破
を
し
、
ま
た
、
幼
木
に
は
支
柱
を
た

損
の
防
止
析
す
る
。
て
て
樹
俸
の
動
揺
を
防
い
で
く
だ
さ

露
地
野
菜
で
は
、
台
風
前
の
対
策
い
。

と
し
て
①
秋
野
菜
の
間
引
き
を
見
台
風
後
粟
な
ど
枝
折
れ
の
場
合

合
わ
せ
る
内
②
軽
い
土
寄
せ
と
水
は
は
、
折
れ
口
を
切
り
返
し
て
つ
ぎ
ろ

け
伊
行
な
う
。
③
種
お
よ
び
発
芽
し
を
塗
布
す
る
。
柿
な
ど
は
落
づ
れ

直
前
の
苗
も
の
に
は
コ
モ
が
け
を
じ
に
よ
り
、
タ
ン
Y
病
な
ど
が
発
生
す

て

く

だ

主

い

。

る

の

で

ボ

ル

ド

ー

液

(

三

i
九
式

台
風
後
は
、
す
み
や
か
に
排
水
し
)
ぞ
散
布
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

葉

に

つ

い

。

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

石

燈

龍

一

基

所

有

大

洲

市

大

洲

八

四

八

番

地

加

藤

泰

同

敬
老
の
日

はあ
ん

りま

の
無
料
奉
仕

清掃に努力される愛護団体モ

対

策

い
て
い
る
時
は
、
葉
か
ら
に
げ
る
水

分
は
通
常
の
五
倍
に
も
な
り
、
ま
た

根
が
吸
う
水
は
三
倍
に
も
な
る
。
こ

の
よ
う
に
多
量
の
氷
を
必
要
と
す
る

の
で
台
風
前
後
は
深
水
に
し
て
お
く

乙
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

水
害
の
あ
っ
た
時
は
、
で
き
る
だ

け
尉
〈
退
水
し
、
倒
れ
た
場
合
は
早

〈
引
き
起
し
、
結
束
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

台
風
後
は
、
白
葉
枯
病
、
イ
モ
チ

病、

加
藤
家
菩
提
寺
竜
護
山
富
田
渓
院
内

の
旧
大
洲
初
代
城
主
、
加
藤
貞
泰
公

廟
右
前
隅
に
建
つ
角
形
の
燈
龍
で
あ

る。
乙
の
石
燈
簡
は
墓
右
と
同
質
の
花

闘
岩
(
か
乙
う
が
ん
)
で
風
伯
の
度

合
ち
墓
石
と
同
種
度
で
墓
石
と
の
調

和
も
よ
〈
と
れ
て
い
る
乙
と
等
か
ら

類
推
し
て
、
墓
石
と
同
時
に
連
造
さ

れ
た
も
の
と
有
え
て
よ
い
。
石
燈

寵
は
城
主
の
比
較
的
大
き
な
墓
石
に

相
応
し
く
堂
々
と
し
た
大
型
で
、
よ

〈
調
和
が
と
れ
て
お
り
、
作
風
も
未

だ
桃
山
時
代
の
気
風
が
残
っ
て
い
て

豪
放
潤
達
(
む
う
ぼ
う
く
わ
っ
た
つ

)
で
あ
る
。

笠
の
蕨
手
(
け
っ
し
ゅ
)
や
手
袋

の
窓
の
処
理
等
に
は
引
緊
っ
た
中
に

も
気
品
が
あ
り
、
市
内
の
石
燈
簡
中

の
優
百
聞
で
指
定
保
在
の
価
値
あ
る
も

の
で
あ
る
。

総
高
二
・
六
八
米
で
各
部
位
の
大

き
さ
は
次
表
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会

日

v一
岡
崎
」
ぽ
巴
同
団
ト
軍
四
一

一
高
さ
一
セ
一
一
言
て
一
九
、
。
一
=
一
七
、
c
一一一=一

0
7
0回、
o
一=一八、。一

寸
円
オ
J
J
司
副
t
J
2副
判

i

引一

加
藤
貞
泰
公
廟
右
前
隅
に
建
つ
石
燈
舘

笠

竿

犬
訓
川
農
業
改
良
普
及
所

慰~、~、、

唱b司爵

一
イ
シ
ト
で
す
。
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ

届

の

近

代

化

合

理

化

一

い

。

に

食

品

貸

付

を

ふ

・

一

た

と

え

ば

国
民
金
胃
開
会
庫
で
は
生
鮮
食
斜
品
小
一
「
明
日
十
時
に
第
一
会
議
室
で
課
長

売
業
の
近
代
化
、
合
理
化
の
た
め
に
長
一
以
上
が
販
売
促
進
の
た
め
会
議
を
営
業

期
、
有
利
の
特
別
貸
付
制
度
(
食
品
貸
一
部
長
の
司
会
で
開
〈
」
と
い
う
よ
う
に

付
)
伊
設
け
て
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
一
ま
と
め
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
一
通
話
丙
容
を
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め
て

融

資

限

度

一

お

く

乙

と

は

簡

潔

な

通

語

を

す

る

つ

え

一
千
万
円
(
特
別
な
場
合
千
八
百
一
で
も
必
要
で
す
。

万

円

)

一

大

洲

電

報

電

話

局

融

資

期

間

一

品

部

司

司

靖

司

司

十

年

以

内

(

霊

期

間

孟

喜

一

戚

穏

当

:

霧

む

)

一

h
院
医
院
長

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
公
庫
窓
口
ま
一

8
月
幻
自
阿
部
外
斜
④
4
3
7
5

た
は
商
工
会
議
所
へ
お
関
合
わ
せ
く
だ
一
岡
本
耳
鼻
訓
T
3
7
5
2

さ

い

一

9
月
3
日
対
上
内
判
明

W
2
3
4
6

祖
母
井
外
訓
V
H
8
7
5
6

n
m日
弘
岡
内
斜

H
3
3
6
3

沢
井
耳
鼻
判
例
H
2
5
1
0

日
日
江
上
小
児
斜
H
3
7
5
7

松
元
産
婦
斜
H
3
0
6
7

げ
目
安
達
内
斜

H
2
5
3
5

新
田
産
婦
斜
H
2
0
2
8

w

n
日
村
上
外
斜

w
2
2
6
2

城
戸
眼
秘

2
6
0
0
8

M
日
浦
岡
小
児
斜
H
2
0
2
4

鎌
田
産
画
期
斜
H
2
7
5
3

診
療
時
間
午
前
八
時
半
i
午
後
六
時

図
壷
嘗
信
州
m
M

じ
よ
う
ず
な
電
話

の
か
け
方

(
そ
の

E
)

I
通
話
の
内
容
を
考
え
る
I

!
新
刊
図
書
案
内
|

伊
予
史
談
第
一
号
1
第
二
七
号

近
世
斜
学
思
想
上
(
古
島
敏
雄
)

北
海
道
の
旅
(
坂
口
よ
し
朗
)

小
品
柁
入
門
(
工
藤
和
彦
)

み
ん
な
に
本
を
図
書
館
白
書

y
!ダ
1
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
同
月
号

五
月
号

，.輔、

ず
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一般会計(蔵出)

きリ予算執行状説

刊 1'(
9，779千円

28.0% 

-"___."ノコ

富士山轟地開発事業

「で了一一一ヶ - ，  -~~-~~ .~~~~~~~~一一-I~'

17ー土??会言1 ー竺竺竺-LJfー業会計
山水戸数 4.085戸 I(1) J[iZ容能力宿泊 110人 I(叩床数

HI I 休憩 200人 I(2)診療科
(2)総配水量 1.410.855nl I 内刊、外科、整形外科

うち有収水量 I.05n79m:I (2)職員奴 !人| 産婦人科、皮ふ泌尿器科

事 1 有 収 事 75.!% I 事務吏員 i人 i畔診療科
1 眼科(休診中)

耳鼻いんこう科(体診中)

(3)職員数 85人
医師 7人 看護婦 45入
院尿検術員 q人
事務職員 12人
その他 12人

号事瑚 ゐ一山

一~一国医健康保険一一一
予 算 現 額 322.965千円

収入済額 317.793 

支 出 減 額 327.~8'1 i 
差i:J1 ム q6?41

一一一国保診療所一~~I
予算現額 28.429千円 i 
収入済額 7.087 ~ 

支 出 済 額 26.801 ~ 

差 引ム 19.714 !l 

←一一簡易水道 一一一1

予 算 現 額 11.788千円 ! 
収入済額 11‘267 ! 

支出法制 10.373 ~ 

宍 号1 694 I 

一ーー農業共済一一
予算現額 49.959千円

収 入 済 額 44.602 

安 出 済 額 38.590 

差 51 6.012 

一一一E プルドーザ戸一一一一一l

予箆現額 11.137千円 i 

収 入 済 額 11 . Qij 1 I 

支 出 済 額 10.785 I 
差引 276 I 

事 必〉渇
詰ま

業 I(3) 1日平均配7J<Jil:3. 865nf 

うち有牧水量 2.903廿t

の 1(4)職員数 1 0人

事務吏員 4人

概|
技術吏員 3人

その他職届 3人

(3)利用者数

状
白昭和46年4月!は
至昭和初年3月31日

〈単位千円)

書写

予算現額 720千円

j収入済額 693 

女出在者額 652 

| 差 引 11 I ~ 
』帯電置薗困じ~冨~~~司-~一一戸切戸惇毎軍事~主主ニ~_~~__t

r-=="""""=O--""""'-< ;"昆

! 予 算 現 額 7.501千円

収入泊頼 5.173 

支 出 済 額 6町%。

差 引ムト787

!一一一交迫障害保障一一i
i 予算現額 354m ! 

収入済額 2 609 ， 
I :出済 T 2ぺ l 
j 左リ u 悶

訂

11J

長

叩

山

川

ot

一

造

的

桁

何

一

得

一額
額

額

引

一

現

済

済

土

算

入

出

一

「

収

安

j
」

計(/)，伏 iHli

イ宿泊利用者 13.497人

口休憩利用者 14目 14ワ人

ハ入浴利用者 80.911人

副
叶

刃
司
到
副
吋

i

「町一

一
川
一
畑
一
山
一
同
一
府
一
日

一十一一一日山口出

一
者
一
収
一
貫
収
一
副
↑
計
一

一
患
一
療
一
山
忠
一
療
一
他
人
-
一

一
直
吾
一
定
山
崎
一
の
収
一
合
一

川
出
一
外
米
一
入
院
一
そ
療
一
一

人
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大一第19
大洲市財政状況の

第40条の2の規定によりア唱和溜左手4月I日から昭和47年3月31日

まで(昭和46年度)の本市財政状況および、業務状況を次のと

おり公表します。

昭和 47年 7月 27日

大掛|市長村上清吉

~人 口 3 8， 0 3 9人

~ 世帯数 1 0， 1 7 0世帯

~面積 2 4 0， 9 3km2 
(47.3.31現在)

市有財産の状況
昭和何年3月31日現在

種 J.lU 面 積 等 金 額

q:; 地 375.977m2 119.564千円

山 林 3.501 .650 # 27.264 
田 畑 15.2051/ 421 
雑 種 地 8.157 " 45 

建 物 108.906" 1.253.113 
立 木 44.170d 182.508 

財政調整基金 0千円

減 {漬 基 金 1.753 
その他特定目的基金 7.758 
土 地開発基金 80.038 
出 資 金 12.418 

計 101.967 

公債費
(1) 長期債

の状況
昭和何年3月ー|日現在

入 先|器会! 現 債 高 I 1世帯当り額 [ l人当り額

大 蔵 省 71 426.484干円 41.936円 11.212円

郵 政 省 25 156.406 15.379 4.112 

そ の 他 49 215.201 21.160 5.657 

計 145 798.091 78.475 20.981 

大 蔵 省 4 17 467 1.717 459 

郵 政 省 2 10.445 1.027 275 

そ の イ也 2 5 000 492 131 

計4 8 32.912 3.236 865 

メι入I 言「 831.003 81.711 21.846 

(2) 一 時 借 入 金

区 分 i借入先|金 額

財政調整資金 そ の 他 1

0千円

市税と住民負担の状況

昭和4-6~年出
一般会計予算執行状仇

(歳 入)

一般会計(歳入)

市道舗装事業 (内山線田口)

白昭和46"
至昭和476

大吋北中 F 相

一般会計i時zu-= 


